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はじめに

「論理 と感性の先端的教育研究拠点」

 本拠点は 「論理 と感性」の先端的教育研究を行 うものである。ヒ トの判断には論理的アルゴ

リズムによる合理的判断 と感性や情動による直観的判断がある。両者の関係には認識論の古 く

か らの課題であるが、近年の認知科学、神経科学の発展は、判断における論理 と感性がひとつ

の系 として、ある時は相互補完的に、ある時は対立的に働いていることを示 しつつある。論理

や感性のプロセスは必ず しも意識化できる過程ではない。言語や文化による制約 も大 きい。本

拠点では、判断における論理 と感性の統合を、 もっとも基礎にある生物学的レベルから文化 レ

ベルまで、統合的に理解 しようとする。

目 的

 具体的には、1)論 理判断は系統発生的にどのように発生 したのか、2)脳 内機構 としては

論理 と感性は どのような系 を構成 しているか、3)そ の遺伝 と発達的変化はなにか、4)論

理 ・情報学的には論理 と感性の相互作用はどのように表現できるか、5)ど のような文化的制

約があるのか、 という5点 を明らかにする。

 論理 と感性の解明は分野融合的な研究にならざるをえない。この研究に参加することを通じ

て実験科学的技法をもった人文研究者、人文科学的な知性 を身につけた実験研究者 を育成 し国

際社会に送 り出す ことが本拠点の教育的目標である。また、1心の問題は現代社会におけるもっ

とも緊急に解決 しなければならない課題のひとつであ り、本拠点はそのような問題の解明に対

応できる深い知識、幅広い視野、国際レベルの先端的技術 を併せ持 った研究者を育成するもの

である。

教育研究体制

 論理 と感性の教育研究の中心に以下の5班からなる 「教育研究プログラム」を設置し、国内、

海外の連携拠点 と密接な共同教育研究を行 う。

 1)脳 と進化班:チ ームリーダー 渡辺茂

 2) 遺伝 と発達班:チ ームリーダー 山本淳一

 3)言 語 と認知班:チ ームリーダー クリス トファー ・タンクレディ

 4) 哲学 ・文化人類学班:チ ームリーダー 樽井正義、宮坂敬造

 5) 論理 ・情報班:チ ームリーダー 西脇与作(岡 田光弘代行)

これらの班の活動は大学院生の履修科 目となってお り、大学院生は研究参加による単位履修



ができると同時に自分の専攻以外の様々な知識 ・技術 を習得することが可能になる。

 教育研究の実施を支えるのが 「研究施設」(脳研究施設、動物実験施設など)で ある。21世

紀COEプ ログラムでは、脳研究のために脳波計、光 トポグラフィ(NIRS)、 経頭蓋磁気刺激

装置(TMS)を 導入 したが、本拠点のテーマである感性系の研究には皮質下の機能測定が必

須であり、3テ スラfMRIを 導入 した。人文科学の拠点にこのような機器が必要なのかという

声 もあるが、最新脳科学で武装 した人文拠点 こそが新時代の文理融合的な教育研究拠点の姿な

のである。その意味で、本拠点は新 しい時代 の先端的教育研究拠点の象徴的存在 といってい

い。また、医学部、理化学研究所 と共同でマーモセット高次認知研究施設を信濃町キャンパス

内リサーチパークに設立 したが、現在、主要な実験は理化学研究所で行われている。また、つ

くば市に動物野外研究施設 も設置 し、系統発生的研究を多角的に行 えるようにする。

若手研 究者の 国際化支援

 本拠点で は若手研 究者 の育成 のために 「研究成果発信支援 ・評価 プログ ラム」 を設置 し、若

手研 究者の国外で の研究発表 の効果 的な成果発信 を支援 している。アカデ ミックライテ ィング

の講座、個別論文作成の指導か ら、海外 の第一線 で活動す るための戦 略指 導 まで行 っている。

現在ケ ンブリ ッジ大学、 ウィー ン大学、 ビ ーレフェル ト大学、 エ コル ・ノルマル ・シュペ リュ

ー ル、 エ コル ・ポ リテ クニ ク、 マ ッギル大学、南 フロ リダ大学、嘉泉 医科大 学神経科 学研 究

所、 と連携 協定 を締結 してお り、そ こか らは8名 の研究者 が事業推進担 当者 として本拠 点に参

加 してい る。海外連携拠 点 と協 力 して若手研究者 が 「国際教 育研 究 プログラム」 としてKeio-

Gachon joint seminar(韓 国)、 Keio-USF joint seminar(米 国)を 実 施 してい る。 さ らに、

「国 内連携拠 点」 と して独立行政 法人理化学研 究所 脳科学総合研 究セ ンターか ら1名 の研究者

が事業推進担当者 と して参加 してい る。

運営体制

 運営は拠点リーダーを中心に、社会学研究科委員長、文学研究科委員長からなる幹事会、そ

の下の 「教育研究プログラム委員会」、「教育研究施設委員会」、「研究成果発信支援 ・プログラ

ム委員会」、「国際教育研究プログラム委員会」、「広報委員会」、「倫理委員会」、「施設維持検討

委員会」の各責任者からなる拠点運営委員会で行い、各責任者は随時当該部門の委員会を開催

する。なお、これとは別に外部の委員を含めた 「外部評価委員Jを 設ける。

拠点リーダー:渡 辺 茂


